
 

２０２２（令和４）年度事業報告 

 

法人の名称 特定非営利活動法人アンガージュマン・よこすか 

自 ２０２２（令和４）年４月１日 至 ２０２３（令和５）年３月３１日 

 

１ 事業活動・成果報告 

 一年を通じ不登校の子ども及びひきこもりの若者支援の事業に取り組んだ。子どもたちや若者たち

に寄り添い、社会参加するきっかけを作るための場と機会の提供を行った。居場所、学習支援、就労

支援を卒業した子どもや若者にとっても安心して過ごし相談できる場となっている。 

 ただし、新型コロナウイルス感染症対策として、学習支援事業についてはオンラインで実施できる

環境とし、居場所支援事業については集団行動を実施しなかった。 

 学習支援事業は横須賀市生活福祉課より「社会的居場所づくり事業」を委託されて実施した。新た

に高校生・高校中退者・中卒生を対象とし、事業を拡大した。 

 相談事業は神奈川県立青少年センター「フリースペース等事業費補助金」を活用して実施した。 

 横須賀市市民生活課「特定非営利活動法人補助金（よこすか元気ファンド）」を管理費に充当し、団

体の基盤整備に活用した。 

神奈川県生活援護課「生活困窮者支援団体応援協力金」と「子どもの学習・生活支援体制強化事業

補助金」を子どもたちへの貸与物品（タブレット・モバイル WiFi ルーター）購入と飲食料の購入に活

用した。また、神奈川県生活援護課と特定非営利活動法人神奈川こども未来ファンドが協働し今年度

から開始した「かながわつばさプロジェクト（生活困窮者等若者巣立ち応援事業）」から当団体が指定

を受け、大学・専門学校へ進学する子ども 3 名に対して、受験料を補助した。 

 神奈川県教育委員会子ども教育支援課「子どもの居場所づくり推進委託事業」を子どもたちに関わ

るスタッフの人件費の一部に活用した。 

神奈川県青少年課「ひきこもり等支援団体支援事業協力金」を活用し、新型コロナウイルス感染症

対策に係る基盤整備と物品購入に充当した。 

経済産業省「事業復活支援金」を活用し、団体の基盤整備に活用した。 

 ５１の個人・団体から総額 406,000 円の金銭の寄附を頂いた。２１７の個人・団体から２５３件物

品の寄附を頂いた。また、６２の個人・団体が会員になり当法人を支えた。 

 

２ 各事業報告 

（１）学校外で育つ子ども達及び孤立する若者への居場所の提供 

・内容 

学校外で育つ子ども達及びひきこもりの若者の居場所づくりを進めるフリースペース事業を行っ

た。 

フリースペースでゆっくり過ごす日常の活動に加え、ギター、イラスト、映像鑑賞等を行った。

課外活動では散歩、みかん狩り、スポーツ等を行った。 

一人ひとりに寄り添った支援を行い、社会参加（学校復帰や進学）を志す利用者が複数名いた。 

・日時 通年 



・場所 当法人フリースペース他 

・従事者員数 ４名 （島田、石井、伊藤、原） 

・対象者 不登校の児童・生徒及びひきこもりの若者 １６名 延べ２００名 

・支出額 404,094 円 

 

（２）不登校及びひきこもりの子ども・若者とその家族に対する支援活動 

 ア）働きたい若者たちへの就労支援事業 

・内容 若者が一般社会において必要な知識、経験を積むことを目的として、座学と実践を行っ

た。 

・日時 通年 

・場所 当法人フリースペース・はるかぜ書店 

・従事者員数 ３名（島田、石井、伊藤） 

   ・対象者 ひきこもりの若者２名 延べ２名 

   ・支出額 43,103 円 

 

イ）不登校及びひきこもりの子どもを持つ親たちへの支援事業 

・内容 今年度は実施しなかった。 

・日時 なし 

・場所 なし 

・従事者員数 ０名 

   ・対象者 ０名 

   ・支出額 ０円 

 

（３）子ども・若者の学習の支援活動 

ア）子ども・若者の学習不安への支援活動 

・内容 

不登校、発達障害、生活保護受給世帯及び学習不安を抱く子ども・若者に安心して学べる機会

を提供した。学校の授業の補習、定期試験対策、高校受験対策を行った。また、利用者全員がオ

ンラインで学べるよう環境を GoogleClassroom 及び Zoom で構築し、２名に対して実施した。 

中学３年生１０名全員が高校へ進学した。 

     神奈川県立横須賀南高校、同横須賀工業高校、横須賀市立横須賀総合高校と連携会議を行った。 

   横須賀市生活福祉課より受託した「社会的居場所づくり事業」他を活用し、中学３年生９名、

中学２年生４名、中学 1 年生２名を受け入れた。また、新たに高校生を対象に拡大し、高校 3 年

生 2 名、高校 2 年生 1 名、高校 1 年生 3 名、高校中退者等 2 名を受け入れた。 

・日時 通年 

・場所 当法人学習スペース 

・従事者員数１３名（島田、石井、伊藤、非常勤職員６名、ボランティア４名） 

   ・対象者 学習に不安を抱いている生徒・若者 ２４名 延べ５２３名 

   ・支出額 3,776,930 円 

 



イ）不登校・進路情報相談会への参加 

・内容 

神奈川県・横須賀市の教育委員会が主催する学校・フリースクール等連携協議会及び不登校相

談会・進路情報説明会に参加した。 

   特に神奈川県学校・フリースクール等連携協議会においては企画委員として参画した。 

・日時 5/13 5/26 6/11 9/3 9/7 9/21 10/1 1/19 2/4 2/17 

・場所 当法人事務室、横須賀市役所、横須賀市総合福祉会館、神奈川県庁、神奈川県小田原合同

庁舎 

・従事者員数 １名（島田） 

   ・対象者 正会員及び一般市民 延べ７５０名 

   ・支出額 50,000 円 

 

（４）子ども・若者とその家族・教育関係者・学生・市民の交流の機会及び場の提供 

・内容 当法人の活動の一端を担うボランティアを受け入れた。２７名のボランティアが１年を通

じて各事業に参画した。 

・日時 通年 

・場所 当法人フリースペース、はるかぜ書店ほか 

・従事者員数 3 名（島田、石井、伊藤） 

   ・対象者 正会員及び一般市民 ２７名 延べ９５７名 

   ・支出額 250,000 円 

 

（５）教育や不登校・ひきこもりに関する相談及び情報提供 

 ・内容 

   当法人の活動を活かした実践的な経験に基づく相談を行うとともに、相談員を配置し専門的な

視点からの相談も実施した。オンラインでも対応できるよう環境を整えた。 

 ・日時 通年 

 ・場所 当法人相談スペース、事務室 

 ・従事者員数４名（島田、石井、伊藤、非常勤職員 1 名） 

 ・対象者 正会員及び教育・子ども等について悩みを持つ人々 １１名 延べ１３名 

 ・支出額 26,940 円 

 

（６）他の市民活動団体との交流活動 

 ・内容 

   横須賀市等のＮＰＯ及び任意団体と交流を行った。 

  横須賀市域の商店街活性化に尽力した。上町商盛会の活動に協力した。また、上町イベント実

行委員会主催うわまつりに参画した。のたろんフェスティバルに参加した。 

 ・日時 通年 

 ・場所 当法人内、横須賀市内 

 ・従事者員数 ３名（島田、石井、伊藤） 

 ・対象者 ＮＰＯ法人及び任意団体、一般市民 2,000 名 



 ・支出額 100,000 円 

 

（７）教育・不登校・ひきこもり等についてのシンポジウム・講演会の企画運営 

・内容 今年度は実施しなかった。 

・日時 なし 

・場所 なし 

・従事者員数 ０名 

   ・対象者 ０名 

   ・支出額 ０円 

 

（８）就労を目指す若者に対する支援活動 

 ・内容 

   ひきこもりの若者たちの就労支援研修の場を運営した。はるかぜ書店では店舗運営を行った。 

地域お助けサービスでは、草刈り、印刷物製作、清掃、運搬等の作業を行った。 

山形県の農産物の販売を行った。 

     横須賀市、株式会社ワットマン及び（一社）横須賀建設業協会と協働し、「古本回収プロジェク

ト」を実施した。 

 ・日時 通年 

・場所 当法人はるかぜ書店、上町商店街、横須賀市内 

・従事者員数 ３名（島田、石井、伊藤） 

・対象者 正会員及び一般市民１００名 延べ７５０名 

・支出額 1,093,747 円 

 

（９）その他この法人の目的を達成するために必要な事業 

・内容 

 不登校・ひきこもり等に関する講演会や学習会等に講師を派遣し、課題に対する理解を促し

た。また、神奈川県子ども・若者支援連携会議、横須賀市青少年自立支援関係機関連絡会議、神

奈川県立横須賀南高校学校運営協議会、横須賀市市民協働審議会、横須賀市支援教育推進委員会

に参加した。今年度より新たに横浜市子ども若者支援協議会、横須賀市ひきこもり支援連携協議

会に参加した。かながわ元気な学校ネットワーク推進会議に参加した。 

 ・日時 通年 

 ・場所 神奈川県横須賀合同庁舎、横須賀市産業交流プラザ、横須賀市総合福祉会館、横須賀市役

所、神奈川県立横須賀南高等学校、横浜市役所、横須賀市生涯学習センター、神奈川県庁 

 ・従事者員数 １名（島田） 

 ・対象者 市民・学生４００名 

 ・支出額 43,103 円 


